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28年目を迎えた腋TAとの協力

藤井紀之1)

且｡はじめに

若返りが急速に進んでいる地質調査所では

MTAの名前も知らない人が随分増えていると思

う.ましてMTAへの専門家派遣による協力が28

年も続いていることなど,言われて始めて知る人の

方カミ多いのではたいかと思われる.

いま地質調査所の国際化への歩みは更に加速され

つつある.しかしそれを可能にしている土台は,欧

米特にアメリカに少数とはいえ留学生の派遣が続け

られてきた軍と,専門家派遣や研修生の受入れだと

長期間にわたって根気よく続けられた技術協力によ

って築かれてきたと言ってよい.

地質調査所の途上国に対する技術趨力は,1959

年に沢田秀穂,故中沢次郎のお二人が鉱床探査のた

め3年間アフガニスタソヘ派遣された事に始まっ

ている.既に17年前に中止されたが,サウジアラ

ビアヘの鉱物資源調査ミッションの派遣が始まった

のは1965年であり,トルコのMTAに対する技術

協力はその1年後の1966年に始まっている.以来

僅かな切れ目はあったが,MTAには地質調査所の

研究者(0Bも含めて)が継続的に派遣されており今

年で28年目を迎えるに至った.現在地質調査所は

世界各国の地質調査機関といろいろな形で交流して

いるが,28年にも亘って密接な協力関係が続いて

いるのはMTAだけである.趨力が長期間続くこ

とに対しては賛否両論があり簡単に結論することは

出来ないが,28年にもわたる協力は両国政府,特

に関係する地質調査所とMTA両者の熱意と信頼

がなくては不可能であった.ここでは技術協力のあ

り方を考える一つのモデルという意味も含めて,今

までの協力の経過と現状を紹介して見たい.

1)元所員,現在国際揚力事業団派遣専門家

MTA-Minera1Ana1ysisandTec㎞o1ogyDept.,Ankara,Tur-

步�
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写真1MTA(トルコ鉱物資源調査総局)本館.1,2階は

トルコ唯一の自然史博物館になっている.

2;｡班TAとは?

MTAはエネノレギｰ天然資源省に属し,トノレコの

地質･地下資源の調査･研究を担当するトノレコ唯一

の国家機関である.名前のMTAはトノレコ語の

MADENTETKIKVEARAMAENSTITiSi(鉱物

研究･調査研究所)の頭文字をとった略称である.

トルコで最初に設立された国立研究所(1935年創

設)という点でも日本の地質調査所と共通性がある.

1984年にINSTITUTEからGENElRALDIREC-

TORATEに改称されたが,アンカラ(と言うより

トルコ国内)ではMTA(トルコ語ではメ･テ･アと

発音する)と言えば大部分の人がうなづく位知名度

カミ高い機関である.現在日本ではr鉱物資源調査総

局｣と呼んでいるが,私達にとってはMTAと言

った方が遥かに馴染み深い.MTAの主な業務は次

の通りである.

1)エネルギｰ資源(石油を除く)の調査･研究

2)金属･非金属鉱物資源の調査･研究

3)種カの縮尺の地質図及び関連図幅の作成

キｰワｰド:MTA,技術協力,JICA,金属鉱業事業団,機械

供与�
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4)関連する化学分析,鉱物分析,選鉱その他の

工業的諸実験及び開発研究

5)その他の関係業務(資機材の整備,必要諸工

事,科学技術に関連する諸研究,例えば地震

予知,遠隔探査技術など)

6)海外における上記の調査･研究

MTAの本部はアンカラにあり地方に12の支所が

ある.職員総数は技術系約1900人,事務系約1700

人で,補助職員,労務者約5500人を加え総計約

9100人である.現総裁はDr.ZiyaGδz1er(シヤ･ギ

ョズレル)で1990年10月に就任された.歴代総裁に

は親目的な人が少なくないが,Gδzler総裁は特に

日本に対し親近感を持っており,協力業務も極めて

円滑に進められている.

写真2MTA総裁シヤ･ギョズレル氏

3｡醜■Aとの協力の経過

3.1協力の始まり

第1表は今までのMTAに対する協力の経過を

まとめたものであるが,日本との間でこれだけ多様

第1表M■A(鉱物資源調査総局)に対する協力の経過(1993年4月10目)

鶴カスキｰム��196619701975198019851990199

期専門家泥道�金属鉱床�一…一(秋月･東北犬)一一一一一一一一(高島･地調)一一…一一(矢島･地調)(阿部･目鉱)一一一一一一一一

��(沢･地調)一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一(秤･日鉱)(阿部･出鉱)一一一一一一一一一一一一

��(鞠子･早大)一一一一一一一一(神谷･地謂)一一一一一一一一一一一(太田･地調)一一一一一一一

��(岡部･地調)一一一一一一一一一一一(豊･地調)一…一一一一

��(番場･地調)一一一一一一一(森脇･日鉄)一一一一一一一

��(間遠･民間)一一一一一一一(平野･地調)一一一一一…

�工業原料�(藤井･地調)一一一…一一(藤井･元地調)一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

�地質�(沢村･地調)一一一一一一一一

��(河田･地調)一一一一一一一一一一一

��(太田･地調)一…一一一

��(平山･UNDP←地調)一一一一一一一

�石炭�一一一一一一(井上･地調)(坊域･元地調)…一一一一一

�金属選鉱�(林･目鉱)一一一一一一一

��(楠本･三菱)一一一一…一

�鉱床評価�(吉川･同和)一一一一一一一一

��(載田･同和)一一一一…一

�コｰクス�(平尾･住金)一一一一

�試錐技術�(鈴木･三菱)一一一一一一一

��(･)一一一一一一一

短期専門家派遣��(X線蛍光分析)一(水銀)一一(工業原料)一

��(微鏡成分分析)一(活断層)一一一一一一一一

��(工'鉱'')一熱)一一一一一一

単独機材供与��X線回折装置*ICP発光分析*

��X線蛍光分析*X線･熱分析･分析電顕*

開発調査�金属鉱床�(皿㎜Z0N地域･銅鉱床)一一一一一…一一…一一(Gt㎜〕S^NE地域･銅)一一一一一一一一一一一一

��(TuNC駅1･銅,KOP眺Gクロム鉱床)一一一一一一一一一一…一一一(C^NAKK^LE金鉱床)一一一一一一一一一一一一一一一一

�石炭�(ZONGuLDAK炭田)一一一…一一

�熱�DIKiR1-BERGj㎜腕)一一一一一一一一

国際研究鶴カ��地質調査所関係(地震断層･活断層)一一一'一一一一…一一一一一一一一一一一一一(地震予知)

(工業技術院予算等)��名古屋工試関係(セビオライトの利用)……一一一一

��資源観測解振センタｰ関係(遠隔鉱物探査技術)一一一一一
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で密度のある協力が行われている機関は世界でも数

少ないと思われる.そしてこの図からも読み取れる

ように,MTAに対する協力は長期専門家の派遣を

軸として展開されて来たのが特徴と言えよう.

MTAに派遣された最初の日本人地質家は,元地

質調査所長井上英二氏である.井上氏は石炭調査専

門家として1966年3月から1年半にわたってトル

コの炭田調査に従事され多くの勝れた報告書を残し

ておられる.また井上氏より3ヶ月遅れて東北大

学の秋月春雄氏が鉱山開発専門家として派遣された.

これらの派遣はもちろんMTAの要請に応じて

行われたものであるが,この頃は現在と違って往復

旅費から給与まで全てトルコ政府の負担であった.

戦後既に20年が経過していたが,日本の海外に対

する技術援助はまだ始まって間もない頃で,日本政

府の負担で十分た技術協力を実施出来るような態勢

ではたかったと思われる.そして当時MTAでは

ヨｰロッパ各国から多くの地質家を招いて地質鉱床

の調査から技術指導まで依頼していた.MTAがど

ういういきさつで日本に専門家の推薦を依頼して来

たのかは不明であるが,トノレコの数多くの国家機関

の中で,日本人技術者を最初に迎え入れたのが

MTAであった事は強調しておかねばならない.そ

して井上氏ら日本人の技術力を認めたMTAでは,

地質調査所に対し引き続き専門家の推薦を求めて来

た.その要望に応えて次に送られたのが,やはり元

所長の故沢俊明氏である.

沢氏は1967年から71年まで4年以上にわたって

トルコに滞在され,東黒海地方の塊状硫化鉱鉱床の

探査に多大の功績を残された.そして鉱床探査に対

する技術的な貢献はもちろんであるが,ご自身で習

得されたトルコ語を駆使して多くのトノレコ人と親密

た関係を築きあげられた.それまでの欧米人専門家

がトルコ語を殆ど習おうともしなかったのに較べ,

沢氏のこのような姿勢がトルコ人の信頼を得る大き

た素因となったことは想像に難くない.20年以上

経った現在でも,私を日本人と党かけると寄って来

て｢ドクタｰ沢と一緒に仕事をした｣たどと話しか

けて来る人が絶えない事を見ても,沢氏がトルコ人

の間で大きた親近感を得ていたことが分かる.当時

のMTA総裁は,1961～1978年の問総裁を勤め現

在のMTAの基礎を築いたサルデッティン･アル

パソ氏であったが,沢氏はアルバソ総裁の絶大な信

1993年7月号

写真3アルバソ総裁と並ぶ沢俊明氏(1970年頃).右

は鞠子正専門家(早稲田大学).

願を得るに至り,この信頼関係がその後の目ト問協

力の発展へと繋がった.そして1969年以降地質調

査所を中心として相次いで日本人専門家が派遣され

るようになり,1977年までは2～5人のチｰムとし

て主に金属鉱床探査に従事していた.最初のチｰム

リｰダｰは沢村孝之助氏,次いで番場猛夫氏,高島

清氏,神谷雅晴氏と引き継がれて,チｰムとしてそ

れぞれに多くの勝れた業績を残されている.

なお沢氏赴任当時はトノレコ側から給与が支給され

ていたことは既に述べたが,トルコ政府の外国人専

門家に対する待遇はそれほど良いものではなかった

ようである.私の記憶では確か150$位と聞いたよ

うに思うが,高給と言える額には程遠かった.そし

て沢氏の滞在2年目の頃に,JICAの前身である

0TCA(海外技術協力事業団)からの派遣に切り換え

られたと聞いている.この措置によって専門家の待

遇と身分保革が確保された事が,その後の技術協力

を支える欠きた力になったことは言うまでもたい.

なお当時のトルコ国内はかなり混乱した清勢にあ.

った.その大きな原因はキプロス間題で,1974年

にはトルコ系住民保護のため一時キプロスに出兵す

るなどの事件もあった.このため西側との関係も悪

化し,行き過ぎた工業化の反動でトノレコ経済そのも

のも活力が低下し,国内における左右の対立も次第

に激化してきた.従って70年代に入るとMTAに

はいわゆるお雇い外人の姿は見られなくなり,技術

揚力は日本人専門家の独壇場となっていた.

3.2金属鉱業事業団プロジェクトの導入

1970年代に入って長期専門家と共に技術協力の

大きな柱になったのが,金属鉱業事業団による資源�
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開発協力基礎調査プロジェクトである一これは期問

3～4年で,要請された地域の鉱物資源探査を組織

的に行うもので,トルコでは1973年～77年に

MTAとの共同調査として,東黒海地域で銅鉱床探

査プロジェクトが実施されたのカミ最初である.この

時にも沢氏を始め長期専門家の人達のアドバイスが

プロジェクト導入に貢献するところが大きかったと

いう.以来金属鉱業事業団プロジェクトは78～81

年にツンニシェリ(銅)･コブダア(クロム),85～87

年にキュミュシャｰネの斑岩銅鉱床,88～91年に

チャナッカレの金鉱床プロジェクトと続いて実施さ

れて来た.現在はこのプロジェクトはETIBANK

との協力で実施されているが,MTAの手を離れた

いきさつについては後で述べることにする.

長期･短期に係わらず,個別専門家が行う協力が

個人の技術を基にした助言活動が中心になるのに対

し,事業団のプロジェクトではコンサルタント会社

が毎年数人の技術家集団を数カ月派遣し,物探･地

化探･試錐を含む組織的な探査活動を行うものであ

るから,その成果はもちろん欠きたものがあった.

その上プロジェクトとなると毎年1～2人のトルコ

人カウンタｰバｰトを1ヵ月程度日本での研修に

招待する制度があり,MTAの中に訪日経験者が続

々と誕生した.トルコ人はもともと親日的なことで

知られているが,訪日経験者の増加と共に親日家が

益序増えて来たことは言うまでもない.

従ってプロジェクト協力の発展は,長期専門家に

とっても非常に働き易い雰囲気をもたらしたし,プ

ロジェクト専門家の不在の時は長期専門家が必要な

連絡･支援を行うたど,両者カミ車の両輪のようにう

まくかみ合って協力が進展するという理想的な状態

が作り出されていたと言えよう.

3.3㈹年代後期以降の協力の変遷

第1表を見て頂くと1977年から80年にかけて長

期専門家の派遣が急増し,協力分野も急に広がって

いることカミお分かり頂げよう.これはトノレコから帰

国された沢氏が間もたく金属鉱業事業団の海外部調

査課長に出向され,MTAとの協力を民間べ一スに

まで広げようとされた事がきっかけとなっている.

当時はDSI(国家水利庁)を除いては日本から専門

家を招こうというトノレコの機関が殆どなかったこと

もあって,77年から80年にかけては常時6～7人の

日本人専門家がMTAに在勤していた.ただ個々

写真4無分析装置を前に.ハリム君とゼキエさん

写真5新しい実験室メンバｰと.中央は走査電顕の調

整で来トしたトプコソ社の川戸技師

の専門家の方次の努力にも関わらず,このようた大

人数による趨力は長続きがしなかった.原因はいろ

いろあると思うが,受け入れる方のMTA各部が

始めて専門家を受け入れることになった為,専門家

をうまく活用するに至らたかった事も原因の一つに

上げられよう.また送りだす方の事情にも変化があ

った.地質調査所自体も相次ぐ定員の削減と研究業

務の増加,更に派遣職員給与枠の制限という問題ま

で出てきて,それまでのように人を送りだす事が難

しくなって来たのである.しかしMTAは通産省

資源エネルギｰ庁としても重視している協力相手の

一つであったし,何とか鉱物資源分野の専門家派遣

だけは継続したいという事で日本鉱業(株)にお願い

して出て頂いたのが阿部正行氏である.阿部氏は斑

岩銅鉱床の専門家で合計5年の在勤中にその分野

で大きな業績を残されたが,そのほかに金属鉱業事

業団プロジェクトの再開や,新しい専門家派遣,研

修生の受入れたどについて多くの貢献をしておられ
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る.このような長期専門家の役割はその後派遣され

た太田英順,豊蓬秋両氏にも引き継がれ,現在に

至っている.

80年代前半は長期専門家の数こそ減ったが,新

しい枠組での協力の展開が見られた.その一つは

JICAの開発調査プロジェクトが金属鉱業事業団事

業とは別に導入されたことで,ゾソグルダｰクの炭

田調査,西部アナトリアのデイキリ･ベルガマでの

地熱資源調査が実施された.これらのプロジェクト

には地質調査所も長期･短期の専門家派遣によって

協力している.また工業技術院の国際研究協力

(ITIT)として,世界的にも有名な活断層である北

アナトリア断層に関する研究協力が合計6年にわ

たって実施されたのもこの時期のことである.豊氏

の努力で久しぶりに大型機材供与としてICPスペ

クトロメｰタが供与されるなど,対MTAの協力

は規模は小さくとも着実に続けられていた.

3.4最近の協力状況

第1表でお分かりのように最近4年間は私一人

が長期専門家として在勤し,あとは地熱,活断層な

どの短期専門家による協力が毎年続けられている.

現在のように長期問研究者を派遣することが難しい

場合の解決策の一つとして,このようた方式も有効

ではないかと思われる.つまり比較的海外経験の少

たい人でも短期間たら出易いし,長期専門家が受入

れ準備をしていれば短期問でも効果的た協力をする

ことが可能である.事実短期専門家としてトノレコに

来られた方違の報告が時カ地質ニュｰス誌上を賑わ

しているが,地質調査所関係の短期鵠カについては

JICAでも高く評価しておられるとの事で,私とし

てもこれ以上の喜びはない.93年度にも地熱,活

断層,地質鉱物資源デｰタベｰスなどの専門家協力

が要請されており,協力業務が内容的にも更に深め

られて行くことが期待される.

一方プロジェクト関係では,名古屋工業技術試験

所との問でセビオライトの利用に関するITIT趨力

が実施され,大きな成果をあげて92年度で終了し

た･このことについては,本誌誌上で別に詳しく紹

介する予定(藤井,セビオライトｰその様々な生い

立ち)なので,そちらをご覧頂きたい.また鉱物資

源遠隔探知技術の研究協力が92年度から開始され,

現在進行中である.

ただ残念なのは,今まで4回も実施された金属

1993年7月号

鉱業事業団プロジェクトが,1991年を最後に

MTAからETIB五NKに移ってしまったことであ

る.これには1985年に行われたトルコの鉱業法改

正が欠きた要因とたっている･.この改正では鉱業権

の取得を先願順とし,MTAが民間企業に対し持っ

ていた優先権がなくなってしまっている.その上

MTAの所管業務についても,他人の鉱区内で試錐､

探査などを行う時には｢鉱区権者が承諾し且つ必要

た経費分担を承認しなくてはならない｣という解釈

が強要されるようになった.これでは折角有望た地

域を特定しても鉱区権者の経費負担の承諾がなくて

は試錐1本も打てないと言うことで,まずどれだ

げ有望な鉱区を持っているかが良いプロジェクトを

提案する土台となってしまう.こうなると開発専門

機関であるETIBANKが有利になることは言うま

でもない.1992年から黒海沿岸に近いK廿re鉱山周

辺で開発調査カミ開始されたのはこのような経過によ

るものである.

しかし最近になってMTAの業務規則の解釈が

次のように大きく変わった事が伝えられた.即ち

MTAは通常の調査は他人鉱区内でも自由に行い得

るし,試錐を行う時も鉱区権者の同意さえあれほよ

く,鉱区権者は原則として経費負担の義務はたく,

試錐が成功した時に経費の一部(5～10%)だけを負

担すれば良いという事になったという1この他鉱区

権者カミ希望すれば全額鉱区権者の負担でMTAに

試錐を含む調査を依頼する事も出来るようになっ

た.現に93年度計画としてMTAの予算に他人鉱

区内での調査業務に必要た予算枠が20億リラ(約

2000万円)計上されているので,これからはずっと

自由な開発に直結する調査計画を組む事も可能にな

ると思われる.

従って1985年以来MTAの業務を大きく阻害し

ていた要因は取り除かれたと見て良い.近い将来,

東黒海地域など鉱物資源ポテソジャリティの高い地

域について,金属鉱業事業団とMTAの共同プロ

ジェクトが再開される日が来る事をMTAとして

も強く期待している.

最後に私自身の協力業務について簡単に御紹介し

たい.私が再度MTAに派遣されたのは1989年4

月のことで,当初は金属鉱床探査専門家ということ

で赴任した.しかし以前工業原料専門家として在勤

した事もあって,MTAの要望で主として工業原料�
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調査のアドバイスをすることになった.ここで問題

になるのはMTAでは調査と実験が完全に分離さ

れている事である.早い話,野外調査を担当する地

質家は野外での調査と試料採取を終わると,試料を

化学分析やX線分析に送ってしまい,後はその結

果を待って報告書を書くだげである.金属鉱床なら

ある程度肉眼でも鉱物は識別出来るし,品位分析の

結果が分かれば十分である.しかし工業原料鉱物で

は少たくもX線など鉱物分析を自分でやらなくて

は,地質現象の正しい理解も鉱物の評価も不可能に

近い.そしてMTAの鉱物実験関係の機器は既に

耐用年限に近い旧式のものぼかりである.

そこで私がMTAに提案したのは,JICAからの

供与機材により工業原料鉱物実験室を設立し,原料

鉱物の予備的評価を行うようにする事であった.幸

いこの提案はMTAに受け入れられ,日本政府の

好意的な計らいのお蔭で,X線回折,熱分析,分

析装置付き走査電顕だと合計6000万円の機材供与

が実施されるに至った.そのため私はそれまでの鉱

物研究調査部から数人の若い地質家さんと一緒に鉱

物分析･技術部に移り,工業原料鉱物の実験指導で

忙しい毎日を送っている(写真4,5).私たちの実

験室と野外調査を担当する部門の間に効果的た協力

関係が出来て,この分野での探査業務が質的に発展

することカミ現在の私のささやかな夢である.

4｡あとがき

以上MTAとの協力の経過について御紹介した

が,ここで強調Lたいことは日本側の組織の支援態

勢が十分でなければ,効果的な技術協力は難しいと

いう事である.長期専門家が短期専門家による協力

をコｰディネｰトするというのは有効たやり方の一

つであるが,長期専門家の派遣自体も出来ればプロ

ジェクト関連で行われた方が効果的であろう.幸い

1994年1月には待望のJICAアンカラ事務所が開

設される.そうなるとミニプロ(JICAの協力スキ

ｰムの一つ,いわゆるブロ技協ほど大がかりではな

いが3～4年で専門家派遣,機材供与,研修生受入

れを行うもので,研究協力的な内容に向いている)

のような形の協力も可能になるし,MTAとの協力

もこの辺りで一層効果的で無理のない形で実施され

るようにたる事が期待される.
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